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お しらせ版
5月 の業務時間延長日

5/198,15,22,29

●彙公民館燿躊潔●● 1階ロビー

美術コーナー①  4月 に引き続き5月 31日 まで

故0梅津五郎画伯のデッサン画を展示します。
町に寄贈 していただいた作品です。

美術コーナー②  5月 1日 から6月 30日 まで

「趣味のアート作品展」を開催します。
菊地寛さん (横田尻)の作品です。

●文化実習室 特別展

「風景写真展」を開催します。
鈴木敏雄さん (畔藤)の作品です。

一眼レフカメラとの違いを見てください。

▼いつ 5月 1日 から16日 まで

● 1階フロアー

サ 「秒秋獨夜・在家出家」
嶋林旭峰さんの書です。
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T8年度展示作品の募

皆さんの作品を展示・発表してみませんが P
中央公民館では、美術コーナーや文化実習室等に作品を展示していただけるかたを募集しています。

個人でもグループでもどなたでも結構です。展示してみたいと思うかたは、ぜひご連絡ください。

たくさんのお申し込みをお待ちしています。
◆申込・問い合わせ 中央公民館 (885-6143)
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●鮎貝地区公民館ギャラリー

(開催 日:月 ～土曜日)

「 JA女性部活動作品展」
代表 芳賀きちさん (高岡)

(4月 28日 まで)

「俳画教室作品展」
代表 土屋香澄さん條占貝)

(5月 6日 から31日 まで)



平
成

１８
年
度

の
白
鷹

町
建

設

工
事

入
札
参

加
審

査

基
準

及

び

格

付

表

（白
鷹

町
内

業
者

の
み
）

の
公
表

を

行

い
ま
す

▼
格
付
を
す
る
建
設
工
事
の
種
類

①
土
木

・
１１
事

．
式

②
建
築
工
事

一
式

▼
い
つ
　
４
月
２６
日

（水
）
～
５
月

郷
日

（木
）

（―‐
日
祝
日
除
く
）

▼
ど
こ
で
　
建
設
水
道
課

（役
場
分

庁
合
内
）

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
水
道
課
管
理

係

（Ｂ
部
１
６
１
４
０
）

第

５２
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
競

走
大
会

今
大
会
は
左
記
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

長
丼
西
置
賜
チ
ー
ム
、

地
元
白
鷹

出
身
選
手
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

▼
い
つ
　
４
月
夕
Ｈ

（木
）
～

即
日

（Ｌ
）

※
４
月
器
日

（金
）
午
後
２
時
ご
ろ
、

白
鷹
中
継
所

（
エ
ー

コ
ー
プ
し
ら
た

か
前
）
通
過
予
定

※
応
援

の
際
に
は
交
通
安
全
に
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

付
近
の

迷
惑
に
な
る
お
車

の
駐
車
は
お
や
め

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
生
涯

学
召

・
ス
ポ
ー

ツ
推
進
係

（８
め
―

６
１
４
７
）

の

師

〕

;働

,6D

)集

|を

事

人
権
擁
護
委
員
に
小
松
紀
夫

氏
が
再
任

４
月
１
日
付
け
で
法
務
人
臣
よ
り

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

山
形
の
家
づ
く
り
利
子
補
給

県
で
は
、

高
齢
者
等

の
使
用
に
配

慮
し
た
住
宅
、

地
震
対
策

の
た
め
に

建
て
替
え
る
住
宅
や
県
産
木
材
を
使

用
す
る
住
宅
を
建
設
さ
れ
る
か
た
の

住
宅

ロ
ー
ン
に
利
子
補
給
し
ま
す
。

▼
融
資
限
度
額
　
２
５
０
０
万
円
以

内

（１‐
地
購
入
費
を
除
き
ま
す
）

▼
利
ｒ
補
給
率

①

Ｏ

・
５
％

（バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅

・
耐
震
建
替
住
宅
）

②

ｌ

・
ｏ
％

（県
産
材
使
用
住
宅
）

▼
対
象
住
宅

ロ
ー
ン
　
融
資
期
間
％

年
以
内
の
住
宅

ロ
ー
ン

▼
利

Ｆ́
補
給
期
間
　
３
年
ま
た
は
５

年

の
固
定
金
利
期
間

▼
募
集
期
間

・
戸
数

（方
法
）

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅

６
月
釦
日

（火
）
～
駒
Ｈ

（金
）

ｍ
戸

（抽
選
）

②
耐
震
建
林
住
宅

４
月
３
Ｈ
（月
）
～
２
月
２
Ｈ
（金
）

１
５
０
戸

（先
着
順
）

③
県
産
材
使
用
住
宅

４
月
３
日
（月
）
～
２
月
“
日
（金
）

１
５
０
戸

（先
着
順
）

＊
耐
震
建
林
住
宅

の
中
し
込
み
は
、

総
合
支
庁
に
よ
り
耐
震
性

の
総
合
評

価
が
１

・
０
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住

宅
を
除
く
こ
と
が
条
件
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
県
建
築
住
宅
課

（８
０
２
３
１
６
３
０
１
２
１
５
４
）

ｔ
駁

い
い

‐
を

く
　
　
２３

第
２。
回
ヤ
ナ
開
き
ま
つ
り

▼
い
つ
　
４
月
２９
日

（十
）
～
５
月

７
Ｈ

（Ｈ
）
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で
　
白
鷹
町
ヤ
ナ
公
園

▼
内
容
　
５
月
３
日
（火
）
～
５
日
（本
）

・
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

（午
前
Ｈ
時
）

・
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会

（午
前
Ｈ
時
）

・
山
菜
汁

の
ふ
る
ま
い

（正
午
）

・
魚

の
つ
か
み
ど
り

（午
後
３
時
）

・
徳
内
ば
や
し
舞
踊
（３
日
午
後
２
時
）

。
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
（５
日
午
後
２
時
）

＊
最
上
川
に
か
か
る
こ
い
の
ぼ
り

（Ю
日
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
　
あ
ゆ
茶
屋

（８
８５

１
５
５
７
７
）

白
鷹
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
か
ら

の
ご
案
内

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
会
】

白
鷹
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

の
皆

さ
ん
が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
個
別
指

導
し
ま
す
。

▼
い
つ
　
５
月
２‐
Ｈ

（Ｈ
）
午
前
１０

時
～

‐上
午

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

▼
料
金
　
参
加
料
、

用
具
代
と
も
に

無
料
で
す
。

▼
締
め
切
り
　
５
月
１５
Ｈ

（月
）

【白
鷹
町
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
財
団
理
事

長
杯
交
流
大
会
】

▼
い
つ
　
５
月
１４
Ｈ

（Ｈ
）
午
前
９

時

Ю
分
～
午
後
５
時

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す

（先
着
１
０
０
人
程
度
）

▼
競
技
法
　
％
ホ
ー
ル
ス
ト

ロ
ー
ク

（
こ
ぶ
し
２
回

・
さ
く
ら
２
回
）

IX'}
つ

前岬嗽曜日　午後
７時
一
南
陽
高
校
吹
奏
楽
部
第
７
回

一

▼
参
加
費
　
大
会
費
　
１
０
０
０
円

＊
懇
親
会
参
加
者
は
、
ほ
か
に
男
性

３
５
０
０
円
、
女
性
３
０
０
０
円

▼
表
彰
　
男
女
そ
れ
ぞ
れ
、

優
勝
、

準
優
勝
、

３
位
、
ブ
ー
ビ
ー
な
ど

▼
締
め
切
り
　
５
月
８
Ｈ

（月
）

ど
ち
ら
も

▼
会
場
　
白
鷹
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

＊
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
パ
レ
ス
松

風

（８
８５
‐
・
０
０
・
）

今
年
も

「ま
ぁ

・
ど
ん
な
れ
す

と
ら
ん
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

４
月
２９
日

（Ｌ
）
か
ら
５
月
７
Ｈ

（Ｈ
）
ま
で
、

ま
あ

・
ど
ん
な
れ
す

と
ら
ん
を
営
業
し
ま
す
。

今
年
の
連
休
も
ス
キ
ー
場

の
ま
わ

り
の
春
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。
桜
、

つ
く
し
、

水
直
蕉
を
ご
覧
に
な
り
な

が
ら
、

ま
あ

・
ど
ん
な
定
食
で
昼
食

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
事
前
に
予

約
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

持
さ
ま
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
場
所
　
白
鷹

ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー
内

■
予
約

。
問
い
合
わ
せ
　
ま
あ

。
ど

ん
な
会
　
代
表
　
佐
藤
洋
ｒ

（８
０

８
０
１
１
６
７
１
１
９
３
０
８
）

エ

ア

ロ
ビ

ク

ス

を

や

っ
て

み

ま

せ

ん

か

楽
し
く
、

健
康
増
進

・
シ

エ
イ
プ

ア
ッ
プ
に
役
立

つ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

は
じ
め
、

ヒ
ッ
プ

・
ホ

ッ
プ
、

ラ
テ

ン
エ
ア
ロ
な
ど
も
行
い
ま
す
。
誰
で

も
で
き
る
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
か
ら
人

り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
に
ど
う
ぞ
。

６

時
～

（開
場
午
後
１
時
３０
分
）

一　
３‐
日

（水
）

ちようりじょうゆうびん～おしらせ版～

今月の行事食は端午の節句です。「鮨J「柏餅Jと いった料理に込
められた願いや行事を知り、 日本の食文化を大切にする心に触れ
ることをねらいとしています。春という字を書くとおり、鰭は春
を告げる魚の代表選手です。名前の由来は、腹の部分が狭くスマ
ートなことから「狭いlltJ「狭腹J=「 さわら」と呼ばれるよう
になりました。鯖は成長とともに呼び名が変わる出世魚であるこ
とから、すくすくと成長してほしいといぅ願いが込められていま
す。また、「柏餅」には子孫繁栄の意味があります。

5月 になると春においしい食材が多く出回ります。“季節を味わ
う「春J"を題材にして、「おかひじき」のおひたしと「にら卵汁」
を出します。にら卵汁は春先の甘みのあるニラをおいしくいただ
ける料理です。子どもたちには、旬の食材であるからこその本来
のうまみや甘みを感じ取ってほしいと考えています。

これらの料理から、郷土料理を知り、地域、生活に根付いた食
生活を知ることをねらいとして献立を11ててみました。

今月のおらほの食材

町内産 おかひじき。にら・キャベッ・ほうれん草・きゅうり

【5月 の学校給食献立表】
8 1

火 水 月

も 味
,十 揚

磯乱訪え　凱ま睫渤ら照焼

ふ
た
ご
柏
餅

こ

は

ん

　

牛

乳

　

あ

じ

チ

ー

ズ

香

リ

フ

ラ

イ

青

菜

と

切

干

大

根

の
こ

ま

和

え

厚

揚

げ

の

み

そ

汁

ご

は

ん

　

牛

乳

ほ

っ
け

の

マ

ヨ

不ヽ
―

ズ

焼

き

お

か

ひ

じ

き

の

お

ひ

た

し

　

自

玉

ス

ー

プ

ナ

ン
　
牛
乳

　

ス
パ
イ

シ
ー
チ
キ

ン

カ

ラ

フ
ル
サ
ラ
ク
　

コ
ー
ン
入
り
た
ま
ご

ス
ー
プ

ラ

・
フ
ラ
ン
ス
セ

リ
ー

ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
　
牛
乳

カ
ミ
カ
ミ
サ
ラ
ダ

ク
リ
ス
ピ
ー
チ
キ
ン

梗加物
の特
帆物
　嵯陣
（甘塩ます）

さ
ば

の
味
噌
煮

に
ら
た
ま
汁

んは
ぼん
い
り牛

7し

橿報格ツ杵川の期的渤“雄暖れかけ

豆
腐
ス
ー
ブ

【”【秘眸力眸「Юかつけレ″材ダ
月 木 火

牛
え乳
び
入赤
り魚
玉の
子塩
ス焼
|き
ブ

こ
は
ん

肉
じ
ゃ
が

頃卿「し対概者一　Ж動加磯風味揚

ミ
三

ト

マ
ト

匡施訪入叫机
ひ硼∽し
ょぅが焼き

え
の
き
と
大
根
の
み
そ
汁

肛馳％の孵刷づけ　れ耐絹瞑あんかけ

の
り
佃
煮

抄

け

付

″
針

ア
眸

ヨ

ン
ド

和

え

コ
ン

ソ
メ

ス
ー
プ

　
チ

ー
ズ

ヨ
ー
グ

ル
ト

そ
ほ
ろ
ど
ん
ぶ
り
　
牛
乳

し
ら
す
と

コ
ー
ン
の
ナ
ム
ル

も
や
し
の
み
そ
汁

姫

訛

訪

　

神

胤

め

の

ぁ

れ

れ

ま

味

噌

焼

き

ョ

ー

ク

く

だ

も

の

ゼ

リ

ー

オ

レ

ン

ジ

野報』モ碁囃ょ”け権を‐は″”″縁葉揚げ

ヨポ
| |

グク
ルカ
トレ
サ |

ダ牛
7し

海
藻
サ
ラ
ダ

食
バ
ン
　
牛
乳

花
野
菜
サ
ラ
ダ

み
か
ん
ジ
ャ
ム

野 自
菜 花
い豆
つの
IJコ
い口
ス ツ
|ケ
プ

②



●
飯
豊
少
年
自
然
の
家

・
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▼
対
象
　
一
般
成
人

・
高
校
生
　
▼
活
動
日

■町内出版物の紹介
◇ 『ゴッホヘの道』廣瀬幸子 著

『路』にIJ載 さオ1、 このたび ‐冊 となった
エ ッセ イ集。 |′ 1分や家族、そ して兄弟州j妹 の

喜怒衷楽が細やかに1苗 かオl,心 |∫たれる。題

名も妹さんのことである。「り(は家庭のことや
り酬 喧‖帷まで曝すにもかかわ らず…応援 してくれました。だ

か らこそ 1坪 き続けることができたのかもしれません。Jと 筆

浄は i;う 。 llKれ 果てたときにも 1峠 くことで ソJを 得たという言

葉が日1象 的。 文、「象を率直に見つめる厳 しさと優 しく,111か い心

が感 じらオlる 。

第229回 おはな しの会
5月 6日 (土)午前10時より 図書館にて

みなさんおいでください。

楽しい本を準llllし て待っています。

協働のまちブ<り 町政「出前講座」のご案内

町では、町民の皆さんと情報を共有し、信頼を深め、協働

のまちづ<り を進めるため、「出前講座」を行います。この

出前講座は、町民の皆さんのご要望に応じて、皆さんがお集

まりの場に町の担当課長が出向き、少子化への対応や産業の

課題、まちづ<り全般など町の事業や取り組みについて講師

としてあ話しするものです。また、直接、皆さんの生の声を

あ間きずることにより、寄せられたご意見やご提言などを事

業に役立てていきたいと思います。

まずは、第 1期として、 6月末までの実施について募集し

ます。0音間は 1時間程度で、日時とテーマ|こ ついてはご相談

させていただきます。サークル、団体であ申し込み<ださい。

なお、出前講座は皆さんに町政についてご理解を深めてい

ただ<ためのもので、説明とそれに関する質問や意見交換を

行う場として開催しますので、ご理解のうえ、あ申し込み〈

ださるようあ願いします。

あ申し込みをあ待ちしています。

■申込 。問い合わせ 政策改革課 政策企画係(885-6120

一
（．郵はィ一は６Щ嘲日耳】『‐）

▼

い

つ
　

毎

週
火
雌

日
　
午
後

７
時

細
分

～
８
時

別
分

▼
ど

こ
で
　

中
央

公

民
館

■
‐ｌｉｌ

い
合

わ

せ
　

エ
ア

ロ
ビ

ク

ス
サ

ー

ク
ル

・
児
に
さ
だ

Ｆ́

（８

絲
１

１

２
８
８
）

無
料
登
記
相
談
会

登
記
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
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と
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２
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飯

豊

少

年

自

然

の
バ

書   名 著 者 名 出 版 社

I LO∨ Eモ ーツァル ト 石田 衣良 幻冬舎

1丁 コーチング入門 樋 口 節夫 技術評論社

アメリカ彦蔵 自伝 1・ 2 ジョセフ・ヒコ 平凡社

往生要集 1・ 2 源 イ言 平凡社

国家の品格 藤原 正彦 新潮社

米ぬかとことん活用読本 農文協 編 農文協
「生ゴミ堆肥」ですてきに上つくり 門 田 幸 代 主婦 と生活社

はるかな宇宙身近な宇宙 野本 陽代 求竜堂

漂民ダング ッチの生涯 神坂 次郎 文芸春秋

帽子か らはじめるオシャレ 伊豆原 月 東京堂出版

間違いだらけの個人情報保護 牧野 二郎 インブレスネットビジネスカ

みんな大変 渡辺 淳一 講談社

野菜学入門 相馬  暁 三 一 書 房

四十一胞 上・下 一臭 中央公論社

国際関係がわかる世界地図 朝 日新聞社

こころの歌 大迫 秀樹 金の星社

楽器の しくみ 緒方 英子 日本実業出版社

ももこの21世紀日記 N'05 さくらももこ 幻冬舎

魔将軍 岡田 秀文 双葉社

■ 5月 の休館 日 1 8 15 21 29
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談
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農業委員会のお知らせ

●5月 の農業委員会総会
5月 25日 (本 )

●農地法関係の中請締め切り
5月 10H(水 )

■問い合わせ

農業委員会農地調整係
(885-6128)
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母子健康手帳の交付

お母さんとおrさ んの健康を守るために、
妊婦さん全員に交付しています。
●随時交付しますが、保健師が留守の場合
がありますので事前に電話などでご連絡
ください。

●場所 :健康福祉センター

赤ちゃん健診
●[J程 :

月  日 健  診 文寸象 り是

5月 10日 17kl

3カ 月児 平成18年 1月 生まれ
9カ 月児 平成17年 7月 生まれ

5月 24日 17kl l歳 6カ 月児 平成16年 8月 1日
～9月 15日 生まれ

●会場 :健 Lk福祉センター
●内容と受付時FIJl

l歳 6カ 月児・…昼12時 30分～1時25分
3カ 月児・・・……昼121キ30分～1時

|.I:楊 :緯 1湛漢■、
H13ギ

リΥル4)問
診票 (3カ 月。9カ 月児は事前に配布、
1歳 6カ 月児は郵送)3カ 月・9ヵ 月児
健診のかたは予防接種

L予
診票

●注意 :

*乳幼児間診票と母子健康手帳の「保護計
の記録」を必ず記入しておいでくださぃ。

*1歳 6カ 月児健診は郵送するFr.l診票で指
定された時間においでください。

*待ち時間を少なくするため受付時間をず
らしていますので、ご協ノJく ださぃ。

*お ]4さ んが、当|1具 合が悪かったり、 1

爆環:|よ ;念写、
う
7,り芳竺9ぶ「堀量

性発疹、 とびひなど)にかかったりした
ときは事前に電話などでご連絡ください。

ポ リオ予防接種

小児マヒの予防のため接種を行っています。
●[1程  5ナ]1211(金 )

●受付時間 午後1‖寺～1時20分

●会場 健康fElflセ ンター
●対象

1にlElを受けるかた,平成17年 9「‖:まオl

2[1目 を受けるかた…平llt17年 1月 ～2月 1:まれ
*対 象以外のお子さんで接種を希望さオ1る
かたは事前にご連絡ください。

●持ち物 母子17tl康 手帳、 予防接種予診票

両親学級 (前期 )

●日程 5月 161J(火 )

●対象
平成18年 8月 ～11月 に出産予定のかた

●会場 健康福祉センター
●内容 妊娠中の生活と健康管理、女I娠 中
の栄養など

●時間 午前9時45分～午後3時
●申し込みは5月 12月 (金)ま で、お電話
でお願いします。

各種相談

●すこやか子ども何でも相談
お子さんの17tt康ゃ育児のことなど、どん

だ:RFことでし状」は,卸談く
●健康相談

康港畠事を省E基績
寄りまで、体や心の健

*保健師、栄養士が随時相談をお受けして
います。

総合検診 (5月 )

月  日 場 所 対象町内
5月 2日 伏) 蚕桑地区公民館 蚕桑 1～ 7

●受付時間

検   診 文寸  ,R 金  額
結核検診 65歳以上 生E米斗
肺がん検診 40～ 64歳 600円
基本健診 19～ 29歳 5,000円
基本健診 30～ 39歳 3,000円
基本健診 40～ 69歳 2,300円
基本健診 70歳以上 1,000円
胃がん検診 40～ 69歳 1,600円
胃がん検診 70歳 以上 1,000円
大腸がん検診 全 員 700円
前立腺がん検診 40～69歳 2,300円
前立腺がん検診 70歳以上 1,000円
肝炎ウィルス検診 全 員 1,000円

●対象者

結核検診
…昭和17年 4月 1日 以前にたしまれたかた
肺がん検診
・…昭和17年 4月 2日 ～昭和41年 4月 1日 に

生まれたかた

基本健診
…昭和63年 4月 1月 以前に生まオlたかた
胃がん・大腸がん・前立腺がん検診
…昭和42年 4月 1月 以前に生まれたかた
1「 炎ウイルス検診
…今年度中に40、 45、 50、 55、 60、 65、 70歳 に
なられるかた

「らくらくスマイル教室」を始めます |

宅13認會:保境を曇名界手を身聖[写F
興味のあるかた、ぜひご参加ください。

お待ちしています。
●実施時期 平成18年 4月 ～平成19年 3月
●時間
昼の部
夜の部

●場所
●内容

午後 1時30分～3時

午後7時～8時 30分

健康福祉センター (病院の隣)

ストレッチング、肩こり。腰痛。膝痛予
防解消体操、 リズムにあわせた体操など

●参加費 無料

広平はしらたかおしらせ版 l]桁 1集・発行 ′
1鷹 ‖1総務課 ||1形 りIt西「 1賜 ll・

′
||“ 町人字荒,〔 ||は 338(238(85)2111ハ (尼 38(8局 )2

結核・肺がん。基本
胃がん。大腸がん

午前7時30分
～9時 30分

前立腺がん・肝炎ウイルス

静鰍鰍ifχ 李ヽ得ダ
ん午後1時～2時

●料金

●服装 動きやすい∬性とlll(ズ ック)、 タォル
●開催H

.1:″鶴,、繁|」録漢縁竃
86-0210)ま で

健康づくり推進員養成講座
受講生募集

健康づくりの基本を学び、地域の中でボ
ランティアとして活動してみませんか。
●HI1 5月 から12月 まで全H「 |

●対象 言聖を1魔誦 習菖習省て
活動できるかた20人程度

・農ち綸:蛯通昌10Fll!檀菖鳶[漂菫ぽ
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0

夕
一
腸”づ一賜

５

(時間 午前 9時30分～11時 )

【赤ちゃん広場 (火曜日)】

▼会場 17A「康福祉センター
2卜 1、  9日 、 1611、  231]、  30H

【すこやかあそび広場】
▼会場 健康福Flセ ンター (木‖#「 1)

11「 |、  18H、  25「 1

▼会場 鮎貝地区公民館 (金‖在日)

12「 |、  19H、  2611

【地区広場 (月 曜日)】

8H 蚕桑地区公民館
15H 東根地|∠ 公民館
22日  萩野バ、れあい館

【相談日】
▼[1時 毎週火、木‖#日 午後1時～3時
▼会場 健康福祉センター
*1』別に相談があるかたは、おいでく
ださい。

■問い合わせ 健康福祉課 子育て支援
センター (886-0212)

生活相談所の相談日

:月 19目捺1君蕨喜峯譜獣
びに一般相談

5月 24日 17kl一般相談

▼会場 :老人福祉センター
▼時間 :午前10時から午後3時まで
▼弁護士 :安部 敏さん
*弁護士本H談は前日まで要予約、午後1時
35分から3時 35分まで。相談は無料。

■円|い 合わせ

白鷹町社会fEn祉 協議会 (886-0150)

「結婚相談室」の開設
▼いつ 5月 16H(火 )午後3時 ～7時
▼どこで 老人福祉センター
▼相談料 無料
*事前に連絡があオ1ば、相談時間など調整
します。プライバシー厳守。

■問い合わせ

産業振興課商工振興係 (885-6136)


